
２０２６年６月１７日 徳本光香 一般質問資料   〈文化センター大改修に関係する主な出来事まとめ〉 ※白井市文化センター４館（文化会館（大・中ホール）、図書館、郷土資料館、プラネタリウム）の運営協議会は随時開催 

１
９
９
４
（
Ｈ
６
） 

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館 

※
開
館
以
来
、
大
規
模
な
改
修
は
行
わ
ず 

 

２
０
１
９
（
Ｒ
元
） 

大
ホ
ー
ル
の
吊
り
天
井
が
、
国
の
安
全
基
準
不
適
合
で
落
下
の
危
険
が
あ
る
と
判
明 

→

白
井
市
は
、
議
員
と
市
民
に
説
明
せ
ず
、
議
会
を
通
さ
ず
「予
備
費
」
を
流
用
し
、
工
事
の
実
施
設
計
を
実
施 

→

１
２
月
１
７
日 
全
議
員
か
ら
笠
井
市
長
に
、
「
行
政
運
営
報
告
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
提
出 

※
申
し
入
れ
概
要=
大
ホ
ー
ル
天
井
の
危
険
に
つ
い
て
議
会
に
報
告
が
な
か
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
だ
と
し
、

人
命
に
関
わ
る
こ
と
、
大
事
業
の
変
更
、
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
は
決
定
前
に
速
や
か
に
議
会
へ
の
情
報

提
供
か
説
明
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
た 

 

２
０
２
０
（
Ｒ
２
）
３
月
議
会 

危
険
な
「大
ホ
ー
ル
天
井
の
ワ
イ
ヤ
ー
補
強
工
事
費
」
を
含
む
予
算
が
可
決 

 

※
市
は
、
安
全
基
準
に
適
合
し
た
「
準
構
造
化
」
工
事
で
な
く
、
安
さ
と
工
期
の
短
さ
を
優
先
し
、
安
全
基
準
に
適
合

せ
ず
、
大
地
震
時
に
「
天
井
落
下
を
防
げ
な
い
可
能
性
の
あ
る
工
法
」
を
選
択 

※
議
員
か
ら
、
予
算
へ
の
附
帯
決
議
案
を
提
出 

→

賛
成
１
３
名
、
反
対
６
名
で
可
決 

決
議
の
内
容
＝
「
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対
策
を
速
や
か

に
講
じ
る
た
め
に
、
着
手
さ
れ
て
い
な
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の
検
討
を
速
や
か
に
開
始
し
、
大
ホ
ー
ル
天
井

を
含
め
た
大
規
模
改
修
工
事
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
」 

 

２
０
２
１
（
Ｒ
３
）
１
月 

「文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
開
始 

※
２
０
２
１
年
１
月
２
８
日
～
２
３
年
１
月
２
４
日
ま
で
、
全
９
回
開
催
。
会
長
が
改
修
費
の
削
減
を
重
視
し
、
４

施
設
の
廃
止
を
意
見
し
、
委
員
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
維
持
の
意
見
を
否
定
す
る
な
ど
、
問
題
の
あ
る
進
行
が
散
見 

 

２
０
２
１
（
Ｒ
３
） 

第
１
回
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
「
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
内
２
２
の
文
化
団
体
・
市
内
全
小
中

学
校
関
係
者
等
）
」
「
運
営
者
（
職
員
）
・
４
施
設
の
運
営
協
議
会
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
意
見
聴
取
）
」 

 

２
０
２
１
（
Ｒ
３
）
９
月 

市
民
参
加
に
よ
る
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
始 

※
全
５
回
（
９
月
２
８
日
～
翌
３
月
１
日
）
の
話
し
合
い
テ
ー
マ
＝
①
白
井
と
文
化
セ
ン
タ
ー
の
自
慢
・
不
満
、
②
施

設
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
残
し
た
い
・
新
た
に
ほ
し
い
も
の
、
将
来
ど
ん
な
施
設
に
し
た
い
か
）
、
③
施
設
に
必
要
な
機
能
、

④
必
要
な
機
能
の
規
模
・
設
備
、
⑤
よ
り
多
く
の
市
民
参
加
に
必
要
な
こ
と 

 

２
０
２
２
（
Ｒ
４
）
１
月
２
９
日 

文
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
裏
側
見
学 

「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」
２
回
開
催 

 

２
０
２
３
（
Ｒ
５
）
３
月
２
日 

「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
教
育
委
員
会
に
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
検
討
に
関

す
る
提
言
書
」
提
出 

 

提
言
書
の
主
な
内
容
＝
大
ホ
ー
ル
音
響
設
備
等
の
機
能
縮
小
、
図
書
館
の
本
の
数
の
削
減
な
ど
全
面
的
な
機
能
縮

小
を
提
案
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
機
能
「
維
持
」
か
「縮
小
・
廃
止
」
か
決
め
ら
れ
ず
、
判
断
を
教
育
委
員
会
に
任
せ
た 

 

２
０
２
３
（
Ｒ
５
）
５
月
２
日 

「
教
育
委
員
会
に
よ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
関
す
る
方
針
」
を
決
定 

→

そ
の
後
、
市
が
教
育
委
員
会
の
「
方
針
」
を
「
白
井
市
の
方
針
」
と
す
る 

❶ 

 

２
０
２
４
（
Ｒ
６
）
４
月
１
日 

「
白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
基
金
」
「
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
・
準
備
室
」
設
置 

 

２
０
２
４
（
Ｒ
６
）
７
月
１
６
日 

「
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
・
基
本
計
画
策
定
業
務
」
を
行
う
事
業
者
を
選
ぶ
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（契
約
に
至
ら
ず
） 

 

２
０
２
５
（
Ｒ
７
）
２
月
１
３
日 

「
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
・
基
本
計
画
策
定
業
務
」
を
行
う
事
業
者
を
選
ぶ
、

２
回
目
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル →

６
月
１
６
日
、
（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
と
契
約  

(

契
約
期
間
＝
２
０
２
５
年
６
月
１
７
日
～
２
６
年
６
月
３
０
日) 

 

２
０
２
５
（
Ｒ
７
）
１
０
月
６
日 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
２
０
２
５
年
８
月
２
６
日
～
９
月
１
５
日
）の
結
果
を
公
表 

  

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
１
月
１
６
日 

大
規
模
改
修
基
本
計
画
策
定
に
係
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施 

※
１
０
事
業
者
と
市
が
、
今
後
の
事
業
、
改
修
工
事
、
施
設
運
営
の
官
民
連
携
の
導
入
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
対
話 

 

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
２
月
１
０
日 

大
規
模
改
修
基
本
計
画
策
定
の
方
向
性
（
大
改
修
の
基
本
計
画
構
成
や
検
討
項

目
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
公
開 

 

※
市
民
意
見
な
ど
が
反
映
さ
れ
、
大
ホ
ー
ル
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
機
能
の
維
持
を

目
指
す
方
向
に
修
正
。
こ
の
時
点
で
は
、
３
月
に
基
本
計
画
策
定
、
４
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
６
月
に
基
本
計

画
確
定
の
予
定 

※
市
か
ら
議
員
に
は
、
２
月
６
日
の
議
員
全
員
協
議
会
（
全
協
）
で
説
明 

❷ 

 

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
３
月 

 

２
０
２
１
年
の
「
あ
り
方
検
討
会
」
資
料
の
、
「施
設
の
現
状
回
復
に
か
か
る
改
修
概
算

額
（
約
３
８
．
８
億
円
）
」が
、
配
管
の
劣
化
や
物
価
高
騰
を
考
え
、
約
８
２
．
１
億
円
に
増
額
と
の
予
測
が
出
る 

 

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
４
月 

 

財
政
推
計
上
、
８
２
億
の
改
修
が
可
能
か
検
討 

 

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
５
月 

 

財
政
課
・
企
画
政
策
課
と
教
育
部
文
化
セ
ン
タ
ー
で
協
議 

→
 

市
民
サ
ー
ビ
ス
・
市
の
財
政
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
改
修
は
実
現
性
が
非
常
に
低
い
と
判
断 

 

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
６
月
２
日 

 

教
育
委
員
会→

「大
規
模
改
修
基
本
計
画
は(

案)

の
ま
ま
終
了
」
と
承
認 

 

２
０
２
６
年
（
Ｒ
８
）
６
月
３
日 

 

行
政
経
営
戦
略
会
議 

「
改
修
基
本
計
画
」
策
定
は
（
案
）
の
段
階
で
終
了
と
承
認 

→
 

劣
化
度
調
査
な
ど
を
元
に
、
維
持
管
理
や
修
繕
を
行
い
つ
つ
、
公
共
施
設
の
最
適
配
置
の
方
針
や
「
白
井
駅
・
西

白
井
駅
周
辺
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
の
連
携
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
に 

 

２
０
２
６
年
（
Ｒ
８
）
６
月
８
日 

市
か
ら
議
員
に
議
員
全
員
協
議
会
で
、
大
規
模
改
修
自
体
の
見
直
し
を
説
明 

❸ 

白
井
市
・
白
井
市
議
会
の
う
ご
き 

 

２
０
１
９
年
第
４
回
白
井
市
議
会 

市
民
が
「
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
天
井
の
安
全
化
改
修
に
関
す
る
陳

情
」
を
提
出 

 

陳
情
内
容
＝
市
が
、
地
震
時
に
大
ホ
ー
ル
天
井
の
落
下
が
防
げ
な
い

改
修
工
事
の
方
法
を
選
ん
だ
た
め
、
「
市
議
会
か
ら
市
に
、
日
本
建

築
学
会
な
ど
の
知
見
と
住
民
合
意
に
基
づ
い
た
方
式
に
す
る
よ
う

要
望
ほ
し
い
」 

→

結
果
＝
不
採
択
（
賛
成
８
、
反
対
１
１
） 

        

「あ
り
方
検
討
委
員
会
」
委
員
１
４
名
の
う
ち
、
５
名
が
市
民 

      

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
毎
回
１
３
名
～
１
８
名
の
市
民
が
参
加 

※
前
向
き
な
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
た
め
、
改
修
費
の
話
は
最
終
日

に
説
明
さ
れ
た
。
意
見
は
「
あ
り
方
検
討
会
」
で
共
有
さ
れ
た
が
、
会

長
は
参
考
程
度
と
言
っ
て
軽
視
し
、
提
言
書
へ
の
反
映
は
不
十
分 

 

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
各
回
１
２
名
以
内 

参
加
者
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
回
答 

   
２
０
２
３
年
４
月 

市
民
団
体
「
白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
未
来
に
つ
な
ぐ
会
」
発
足 

※
多
く
の
市
民
が
文
化
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
関
心
を
高
め
て
く
れ

る
よ
う
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施 

     

２
０
２
４
年
９
月 

「
未
来
に
つ
な
ぐ
会
」に
よ
る
署
名
開
始 

署
名
の
主
旨
＝
①
大
ホ
ー
ル
音
響
照
明
設
備
の
維
持
、
②
中
ホ
ー
ル

用
途
の
維
持
、
③
図
書
館
の
本
を
減
ら
さ
な
い
・
車
い
す
で
も
使
い

や
す
い
広
さ
・無
料
学
習
室
の
維
持
、
④
郷
土
資
料
館
の
充
実
と
機

能
維
持
、
⑤
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
機
能
維
持 

→
 

２
５
８
９
筆
を
白
井
市
に
提
出 

 

２
０
２
５
年
１
２
月
議
会 

「
文
化
セ
ン
タ
ー
を
未
来
に
つ
な
ぐ
会
」
が
、
「文
化
セ
ン
タ
ー
改
修

に
関
す
る
陳
情
」
を
提
出 

陳
情
内
容
＝
「
白
井
市
は
、
２
０
２
５
年
９
月
の
『文
化
セ
ン
タ
ー
大

規
模
改
修
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
結
果
を
生
か
し
た
、

改
修
計
画
に
し
て
く
だ
さ
い
」 

→

結
果
＝
趣
旨
採
択 

（
趣
旨
採
択
に
賛
成
９
名
、
趣
旨
採
択
に
反
対
６
名
） 

※
趣
旨
採
択
＝
要
望
の
趣
旨
は
受
け
止
め
る
が
、
実
現
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
賛
成
も
反
対
も
し
な
い
態
度 

市
民
の
う
ご
き 



 


